
第８５７回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２６年９月１２日（金）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎 １６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８５６回教育委員会会議録の承認について

４ 第８５７回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）職員の交通事故に係る和解について （特別支援教育室）

（２）職員の交通事故に係る和解について （高 校 教 育 課）

（３）県立高等学校における負傷事故に係る和解及び損害賠償の額の決定について （スポーツ健康課）

６ 専決処分報告

（１）第３４９回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

（２）教育功績者表彰について （教 職 員 課）

（３）平成２７年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について （特別支援教育室）

（４）平成２７年度使用県立高等学校教科用図書の採択について （高 校 教 育 課）

７ 議 事

第１号議案 教育功績者表彰について （総 務 課）

第２号議案 宮城県教育委員会指定管理者選定委員会委員の人事について （総 務 課）

第３号議案 宮城県いじめ防止対策調査委員会委員の人事について （高 校 教 育 課）

８ 課長報告等

（１）平成２６年度全国学力・学習状況調査結果について （義 務 教 育 課）

（２）宮城県特別支援教育将来構想審議会答申（中間案）について （特別支援教育室）

（３）平成２９年度第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会について （生 涯 学 習 課）

（４）全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１４宮城大会について （生 涯 学 習 課）

９ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧について （総 務 課）

（２）平成２７年度宮城県立中学校入学者選抜募集要項等について （高 校 教 育 課）

（３）第４１回東北総合体育大会の結果について （スポーツ健康課）

（４）「志教育フォーラム２０１４」の開催について （義 務 教 育 課）

１０ 次回教育委員会の開催日程について

１１ 閉 会 宣 言



 

 

第３４９回宮城県議会議案に対する意見について 

 

 平成２６年９月宮城県議会に提案される下記の予算議案及び予算外議案につい

て，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第

２９条の規定により，知事から意見を求められたので，教育長に対する事務の委

任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２号）第３条第１項の

規定により平成２６年９月９日専決処分し，異議のない旨回答した。よって同条

第２項の規定により報告する。 

 

記 

 予算議案 

  ・平成２６年度宮城県一般会計補正予算 

 予算外議案 

  ・和解及び損害賠償の額の決定について 

・工事請負契約の締結について（宮城県立支援学校女川高等学園 

（仮称）校舎等新築工事） 

・工事請負変更契約の締結について（宮城県拓桃医療療育センター及び

宮城県立拓桃支援学校新築工事） 

 

 

平成２６年９月１２日提出 

 

 

            宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁 

専決処分報告(１) 
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１　補正予算の概要 単位：千円

２　事業の概要 単位：千円

単位：千円

一般財源 133,648

338,195

国庫 186,568

寄付金 11,000

繰入金 6,979

2,984

【概要】
東北歴史博物館における特別展示事業に要する経費

東北歴史博物館企画展示事業

2,984

一財

26,302

【概要】
当初予算編成後に国の事業として決定した学力向上や地
域産業連携等関係事業に要する経費

学力向上・地域産業連携等関係事業

26,302

国庫

48,098

【概要】
高等学校における部活動中の事故に係る和解及び損害賠
償に要する経費

総務管理費

48,098

一財

復
旧
・
復
興

242,832

国庫

6,979

【概要】
高等学校の災害復旧のための設計に要する経費

160,266

【概要】
高等学校等における家庭の教育費負担を軽減するための
経費

一財 82,566

高等学校建設災害復旧事業

6,979

繰入金

公立高等学校就学支援費・高等学校等修学支援費

そ
の
他

全国産業教育フェア宮城大会開催事業

11,000

寄付金 11,000

【概要】
全国産業教育フェア宮城大会の開催に要する経費

101.7%

事 業 概 要 等 補 正 額 財　源

教育委員会分 209,223,194 212,440,753 338,195 212,778,948 3,555,754

区
分

第３４９回宮城県議会（定例会）提出予算議案の概要【教育委員会関係分】

～平成２６年度　９月補正予算の概要～

平成25年度 平成26年度 比較

9月現計予算額[A] 現計予算額[B] 9月補正額[C] 計[B+C]=[D] [D-A] [D/A]

財
 
源
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第３４９回宮城県議会（定例会）提出予算外議案の概要【教育委員会分】 

 

 議第 255 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議第 289 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議第 290 号議案 

 

 

 

和 解 及 び 損 害 賠 償 の 額 の 決 定 に つ い て 

も県立高等学校における部活動中の負傷事故に係る和解及び損 

害賠償の額の決定について，地方自治法の定めるところにより， 

議会の議決を受けようとするもの 

 所管 教育庁 

〇事故発生日も平成２３年９月３０日 

〇損害賠償額も 48,097,857円 

工事請負契約の締結について（宮城県立支援学校女川高 

等学園（仮称）校舎等新築工事） 

●請 負 金 額あ 1,706,400,000円 

●契約の相手方あ株式会社橋本店 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ牡鹿郡女川町浦宿浜字十二神地内 

○工事内容あ教室棟あＲＣ造３階建あ延床面積 2,482㎡ 

ああああああ寄宿舎棟あＲＣ造３階建あ延床面積 1,951㎡ 

ああああああ実習棟あＲＣ造２階建あ延床面積 1,396㎡ 外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成２８年１月２９日 

あ請 負 金 額あ 4,334,881,320円 → 4,479,645,600円 

●契約の相手方あ大成・橋本店・同事特定建設工事共同企 

ああああああああ業体 

●●所管あ障害福祉課，施設整備課 

工事請負変更契約の締結について（宮城県拓桃医療療育 

センター及び宮城県立拓桃支援学校新築工事） 

○議 決 日あ平成２５年１０月３日あ議第２５１号議案 

○変 更 日あ平成２６年３月２０日あ議第１６０号議案 

○変更の理由あインフレスライドによる請負金額の変更 
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専決処分報告（３）

平成２７年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について

平成２７年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について，教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和３１年教育委員会規則第１２号）第２条第１項

第６号の規定により，平成２６年９月４日専決処分した。よって，同条第２項の規

定により報告する。

平成２６年９月１２日

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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種目 発 行 者 名 書　　　　　　　　　　　　名

1 生活 福 音 館 書 店 幼児絵本シリーズ　くだもの　

2 生活 講 談 社 あかちゃんのためのえほん　第１集　どうぶつ（３冊セット）

3 生活 あ か ね 書 房 単行本　さわってあそぼうふわふわあひる

4 生活 あ か ね 書 房 えほん　よんで！②　おいしいおと　なあに？

5 生活 福 音 館 書 店 幼児絵本シリーズ　どうぶつのおかあさん　

6 生活 ほ る ぷ 出 版 いちねんめいろ

7 生活 あ か ね 書 房 かばくん・くらしのえほん２　かばくんのおかいもの　

8 生活 ひ か り の く に ２０２シリーズ　たべもの２０２

9 生活 チ ャ イ ル ド 本 社 のりものいっぱい図鑑　いろいろ５０１台

10 生活 金 の 星 社 やさしいからだのえほん１　からだのなかはどうなってるの？　

11 生活 ひさかたチャイルド パノラマえほん　でんしゃのたび

12 生活 パイ インターナショナル これなあに？ずかん　おしごとへん

13 生活 金 の 星 社 ちびまる子ちゃんのあんぜんえほん　どうしたらいいの？じしん・かじ

14 生活 偕 成 社 子どもの生活３　マナーをきちんとおぼえよう！　

15 生活 三 省 堂 こどもきせつのぎょうじ絵じてん  

16 生活 福 音 館 書 店 みぢかなかがくシリーズ　町たんけん　－はたらく人みつけた－

17 生活 小 峰 書 店 東京パノラマたんけん

18 生活 ひ か り の く に 改訂新版　体験を広げるこどものずかん１　どうぶつえん　

19 生活 福 音 館 書 店 福音館の科学シリーズ　道ばたの四季　

20 生活 岩 崎 書 店 絵本図鑑シリーズ８　　やさいのずかん

21 生活 小 峰 書 店 りかのこうさく１ねん　

22 生活 あ か ね 書 房
じぶんでじぶんをまもろう１　ぜったいについていかないよ！　ゆうかいつ
れさりにあわない

23 生活 偕 成 社 子どものマナー図鑑１　ふだんの生活のマナー

24 生活 偕 成 社 坂本廣子のひとりでクッキング２　昼ごはんつくろう！

25 生活 偕 成 社 子どもの健康を考える絵本４　からだがすきなたべものなあに？

26 生活 さ ・ え ・ ら 書 房 母と子の手づくり教室　毛糸と布のたのしい手づくり教室

27 国語 ひ か り の く に 指さし・指なぞり　あいうえお

28 国語 ひさかたチャイルド ミーミとクークのえほん　ミーミとクークのあいうえお

29 国語 小 峰 書 店 くまたんのはじめてシリーズ　よめるよよめるよあいうえお

30 国語 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入門編２
　（ひらがなの読み書き）

31 国語 岩 崎 書 店 五味太郎のことばとかずの絵本　ことばのあいうえお

32 国語 福 音 館 書 店 ぐりとぐらの絵本　ぐりとぐら

33 国語 偕 成 社 五味太郎・言葉図鑑１　うごきのことば

平成２７年度使用学校教育法附則第９条の規定による
教科用図書（一般図書）採択一覧 小 学 部
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種目 発 行 者 名 書　　　　　　　　　　　　名

34 国語 偕 成 社 五味太郎・言葉図鑑６　くらしのことば

35 国語 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「こくご」１
　（ひらがなのことば・文・文章の読み）

36 国語 あ か ね 書 房 もじのえほん　かたかなアイウエオ

37 国語 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「こくご」２
　（かたかな・かん字の読み書き）

38 国語 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「こくご」３
　（文章を読む，作文・詩を書く）

39 国語 偕 成 社 日本むかし話　おむすびころりん　

40 国語 文 溪 堂 バムとケロのおかいもの

41 国語 あ か ね 書 房 もじのえほん　かんじ（１）　

42 国語 岩 崎 書 店 五味太郎のことばとかずの絵本　漢字の絵本

43 算数 ひさかたチャイルド ミーミとクークのえほん　ミーミとクークのあか・あお・きいろ

44 算数 金 の 星 社
あかちゃんとおかあさんの絵本
　ハティちゃんのまる・さんかく・しかく

45 算数 ひさかたチャイルド ミーミとクークのえほん　ミーミとクークの１・２・３

46 算数 金 の 星 社
あかちゃんとおかあさんの絵本
　ハティちゃんのいち・に・さん

47 算数 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」１
（量概念の基礎，比較，なかま集め）

48 算数 あ か ね 書 房 あかね書房の学習えほん　おかあさんだいすき１．２．３　

49 算数 戸田デザイン研究室 とけいのえほん

50 算数 福 音 館 書 店 かがくのとも傑作集　かずのほん

51 算数 小 学 館 ２１世紀幼稚園百科６　かずあそび１・２・３　

52 算数 三 省 堂 三省堂　こども　かずの絵じてん

53 算数 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」２
（１対１対応，１～５の数，５までのたし算）

54 算数 ポ プ ラ 社 音のでる知育絵本⑯　とけいがよめるようになる!!　とけいくん

55 算数 童 心 社 かずのほん３　０から１０までのたしざんひきざん　

56 算数 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」３
（６～９のたし算，ひき算，位取り）

57 算数 偕 成 社 かぞえてごらんぜんぶで１００

58 算数 偕 成 社 さがしてごらん１００にんかくれんぼ

59 算数 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」４
（くり上がり，くり下がり，２けたの数の計算）

60 算数 同 成 社
ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」５
（３けたの数の計算，かけ算，わり算）

61 図工 福 音 館 書 店
かがくのとも傑作集　（わいわい・あそび）
しんぶんしでつくろう

62 図工 ポ プ ラ 社 あそびのひろば１　はんがあそび　

63 図工 岩 崎 書 店 あそびの絵本１７　えのぐあそび

64 図工 福 音 館 書 店
かがくのとも傑作集　（わいわい・あそび）
かみコップでつくろう

65 図工 学研マーケティング あそびのおうさまずかん１２　リサイクルこうさく

66 図工 さ ・ え ・ ら 書 房 たのしい工作教室　たのしいこうさくきょうしつ１　

67 図工 小学館クリエイテ ィブ とことこぺんぎん隊のかわいい工作あそび

68 図工 岩 崎 書 店 あそびの絵本６　ねんどあそび　　　　　　　　　　　　

※太字は新しく追加するものです。
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種目 発　行　者　名 書                 名

1 社 会 小 学 館 はじめてちずかんシリーズ２　ドラえもんのにほんちず

2 社 会 小 学 館 はじめてちずかんシリーズ６　ドラえもんのせかいりょこう

3 社 会 偕 成 社 子どものマナー図鑑４　おつきあいのマナー

4 社 会 偕 成 社 子どものマナー図鑑３　でかけるときのマナー

5 社 会 ひ か り の く に 好奇心がめばえ，ルールもわかる！みぢかなマーク

6 社 会 昭 文 社 地図で知る　日本こども図鑑

7 社 会 昭 文 社 地図で知る　世界こども図鑑

8 社 会 ポ プ ラ 社 親子のための地震イツモノート－キモチの防災マニュアル－

9 理 科 岩 崎 書 店
絵本図鑑シリーズ１２
のはらのずかん－野の花と虫たち－

10 理 科 小 学 館 ２１世紀幼稚園百科１１　からだのふしぎ

11 理 科 学研マーケティング 新版ふしぎ・びっくり！？こども図鑑　ちきゅう

12 美 術 ポ プ ラ 社 ペーパーランド８　おりがみえあそび

13 美 術 国 土 社 国土社の図工えほん８　紙そめ

14 美 術 さ ・ え ・ ら 書 房 たのしい工作教室　ダンボールのたのしい工作教室

15 美 術 偕 成 社 うつくしい絵

16 美 術 マ ー ル 社 はじめての絵手紙教室

17 保 健 体 育 偕 成 社 子どもの生活６　じょうぶなからだになれるよ！

18 保 健 体 育 福 村 出 版 シリーズ生活を学ぶ６　わたしたちのからだ

19 保 健 体 育 ひ か り の く に
改訂新版体験を広げるこどものずかん９
からだとけんこう

20 保 健 体 育 ポ プ ラ 社 いのちを守る地震・防災の本　じしんのえほん

21 保 健 体 育 合 同 出 版
子どもとマスターする５８のからだの知識
イラスト版からだのしくみとケア

22 保 健 体 育 合 同 出 版
子どもとマスターする５１の性のしくみと命のだいじ
イラスト版１０歳からの性教育

23 職 業 ・ 家 庭 北 隆 館 つくってごらん　がらくたおもちゃ

24 職 業 ・ 家 庭 女子栄養大学出版部 新・こどもクッキング

25 職 業 ・ 家 庭 偕 成 社
坂本廣子のひとりでクッキング７
おべんとうつくろう！

26 職 業 ・ 家 庭 小 峰 書 店 リサイクル工作ずかん

27 職 業 ・ 家 庭 ブ ロ ン ズ 新 社 しごとば

28 職 業 ・ 家 庭 ブ ロ ン ズ 新 社 続・しごとば

29 職 業 ・ 家 庭 ブ ロ ン ズ 新 社 続々・しごとば

30 職 業 ・ 家 庭 ブ ロ ン ズ 新 社 しごとば　東京スカイツリー

31 職 業 ・ 家 庭 中 央 法 規 「働く」の教科書　15人の先輩とやりたい仕事を見つけよう！

32 職 業 ・ 家 庭 合 同 出 版
子どもとマスターする５４の生活技術
イラスト版修理のこつ

33 職 業 ・ 家 庭 合 同 出 版
子どもとマスターする４９の生活技術
イラスト版子どものお手伝い

34 英 語 戸田デザイン研究室 和英えほん

35 英 語 小 学 館
音がとびだす！
ドラえもんのはじめてのえいかいわ

36 英 語 フ レ ー ベ ル 館
アンパンマンのワークだいすき！
アンパンマンのＡＢＣであそぼう

37 英 語 岩 崎 書 店 五味太郎のことばとかずの絵本　絵本ＡＢＣ

38 英 語 あ か ね 書 房
あかね書房の学習えほん
えいごえほん　ぞうさんがっこうにいく

※太字は新しく追加するものです。

平成２７年度使用学校教育法附則第９条の規定による
教科用図書（一般図書）採択一覧
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種目 発行者名 書             名

1 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　たべものカード

2 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　ひらがなカード第二版

3 理論社 １ねん１くみこどもの詩の本「いのちにさわったら」

4 くもん出版 くもんの反対ことばカード

5 学習研究社 正しく書ける　正しく使える小学漢字１００６

6 東洋館出版 くらしに役立つ国語

7 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　生活道具カード

8 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　お店カード

9 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　マーク標識カード①集

10 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　マーク標識カード②集

11 合同出版
子どもとマスターする４９の生活技術３　イラスト版　子どもの
マナー

12 東洋館出版 くらしに役立つ社会

13 くもん出版 かずカード

14 東洋館出版 くらしに役立つ数学

15 美術 開隆堂 新美術の表現と鑑賞

16 教育芸術社 ４訂版　歌はともだち

17 教育芸術社 ５訂版　歌のミュージックランド

18 保健体育 童話館出版 あなたが守る　あなたの心・あなたのからだ

19 合同出版 子どもとマスターする４９の生活技術　イラスト版　手の仕事

20 合同出版
子どもとマスターする４９の生活技術　イラスト版　子どものお
手伝い

21 日本教育研究出版 絵を見て学べるやさしい料理教室　私たちの調理

22 ニチブン 私たちの調理　絵で見て学べるやさしい料理教室

23 東洋館出版社 くらしに役立つ家庭

24 日本教育研究出版 ひとりだちするためのビジネスマナー＆コミュニケーション

25 日本教育研究出版 私たちの進路　あしたへのステップ

26 ニチブン 私たちの進路　あしたへのステップ

27 ジアース教育新社 見てわかるビジネスマナー集

28 小学館 楽しく遊ぶ学ぶ　せいかつの図鑑

29 くもん出版 くもんの生活図鑑カード　くだもの・やさいカード

平成２７年度使用学校教育法附則第９条の規定による
教科用図書（一般図書）採択一覧

生活

国語

社会

数学

音楽

職業

家庭
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【小学部用】　※平成２７年度採択検討

視覚 聴覚 知的障害 肢体不自由 病弱

検定済・著作 検定済・著作 検定済・著作 検定済・著作 検定済・著作

国 語 光 村 東 書 東 書 東 書 東 書

〔光       村〕 〔こくご☆〕
〔こくご☆，こくご☆
☆，こくご☆☆☆〕

〔こくご☆，こくご☆
☆，こくご☆☆☆〕

教 出

-
〔ことばのべんきょ
う(1～3)，ことばの
練 習 (4 ～ 6) 〕

- - -

書　　写 光 村 東 書 - 東 書 東 書
社 会 東 書 東 書 東 書 東 書

〔 東 書 〕 -
地 図 帝 国 帝 国 帝 国 帝 国 帝 国
算 数 東 書 東 書 東 書 東 書

〔  東     書   〕 〔さんすう☆〕
〔さんすう☆，さんす
う☆☆(1)，(2)，さん
すう☆☆☆〕

〔さんすう☆，さん
すう☆☆(1),(2)，さ
んすう☆☆☆〕

理 科 東 書 東 書 東 書 東 書
〔 東 書 -

生 活 東　　　　　　書 東 書 - 東 書 東 書
音 楽 教 芸 教 芸 教 芸 教 芸

〔たのしい音楽(1
～2)，音楽(3～6)〕

　〔おんがく☆，おん
がく☆☆，おんがく
☆☆☆〕

〔おんがく☆，おん
がく☆☆，おんがく

☆☆☆〕
図画工作 開 隆 堂 開 隆 堂 - 開 隆 堂 開隆堂
家 庭 開 隆 堂 東 書 - 開 隆 堂 開 隆 堂
保 健 学 研 東 書 - 学 研 学 研

※〔   〕は文部科学省著作本である

※視覚支援学校の〔　　〕は点字版教科書である
※下学年適用の検定済教科書は，学校教育法附則第９条の規定による教科書として取扱う

【中学部用】　※平成２３年度採択　

視覚 聴覚 知的障害 肢体不自由 病弱

検定済・著作 検定済・著作 検定済・著作 検定済・著作 検定済・著作

国　　語 光 村 東 書 東 書 東 書

〔 光 村 〕
〔こくご☆☆，こくご
☆☆☆，国語☆☆
☆☆〕

〔こくご☆☆☆，国
語☆☆☆☆〕

〔国語☆☆☆☆〕

言語指導 -
〔教育出版：国語
言語編　〕

- - -

光 村 東 書 - 光 村 東 書
東 書

社会（地理) 教 出 東 書 東 書 東 書
〔 教 出 -

社会（歴史) 教 出 東 書 東 書 東 書
〔 教 出 -

社会(公民) 教 出 東 書 東 書 東 書
〔 教 出 -

地　　図 帝 国 東 書 - 帝 国 帝 国
数　　学 教 研 東 書 東 書 東 書

〔 教 研
〕

〔数学☆☆☆☆〕 〔数学☆☆☆☆〕
〔さんすう☆☆☆，
数学☆☆☆☆〕

理　　科 東 書 東 書 東 書 東 書
〔 東 書 -

音楽(一般) 教 芸 教 芸 - 教 芸 教 芸
音楽(器楽) 教 芸 教 芸 - 教 芸 教 芸

音　　楽 - -
〔おんがく☆☆☆，
音楽☆☆☆☆〕 〔おんがく☆☆☆〕 〔音楽☆☆☆☆〕

美　　術 開 隆 堂 日 文 - 日 文 日 文
学 研 大 修 - 学 研 学 研

東 書
開 隆 堂 開 隆 堂 - 開 隆 堂 開 隆 堂

東 書
技家(家庭) 開 隆 堂 開 隆 堂 - 開 隆 堂 開 隆 堂

英　　語 東 書 東 書 東 書 東 書
〔 東 書 -

※〔   〕は文部科学省著作本である

※視覚支援学校の〔　　〕は点字版教科書である

※下学年適用の検定済教科書は，学校教育法附則第９条の規定による教科書として取扱う

保健体育

技家(技術)

平成２７年度使用県立特別支援学校使用教科書（検定済・著作本）採択一覧

言語指導

書　　写

〔さんすう☆，さんす
う☆☆(1)，(2)，さん
すう☆☆☆，数学☆
☆☆☆〕
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専決処分報告（４）

平成２７年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について

平成２７年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について，教育長に

対する事務の委任等に関する規則（昭和３１年教育委員会規則第１２号）

第２条第１項第６号の規定により，平成２６年９月１０日専決処分した。

よって，同条第２項の規定により報告する。

平成２６年９月１２日

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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平成２７年度使用の県立高等学校及び県立特別支援学校高等部用教科用図書の

採択方針及び留意事項等について

平成２６年４月２８日

宮 城 県 教 育 委 員 会

１ 採択方針

教育基本法や学校教育法が示す教育の目的や目標，学習指導要領の趣旨及び宮城県の教育振

興基本計画を踏まえるとともに，各学校の実態及び地域の実情についても十分勘案して調査研

究を進め，県教育委員会の権限と責任の下，公正かつ適切な採択をするものとする。

２ 採択上の留意事項等

（１）採択する教科書について

イ 平成２７年度に使用する教科書は「高等学校用教科書目録（平成２７年度使用）（以下

「目録」という。）」に登載されている文部科学省検定済教科書及び文部科学省著作教科

書の中から採択するものとする。

ロ 高等学校において「目録」に登載されている教科書がない場合及び特別支援学校の高

等部において「目録」に登載されている教科書を使うことが適切でない場合は，特に十

分な調査研究の上，他の適切な教科用図書を採択するものとする。

（２）教科書の調査研究について

教科書の採択に当たっては，教科書について次のイからハの観点に立って十分な調査研

究を行うものとする。

イ 内容，組織及び配列に関すること

(イ) 教育課程の編成に当たって配慮した事項を生かすことができるか。

(ロ) 内容が系統的に配列されているか。また，生徒の発達段階に応じた取扱いができ

るような配慮がなされているか。

(ハ) 出所及び出典は信頼でき，かつ明示されているか。

(ニ) 内容の選択と扱い，組織・配列・表現などについて適切な創意工夫が認められる

か。

ロ 学習及び指導に関すること

(イ) 生徒の実態及び地域の実情に応じた指導に幅広く対応できるか。

(ロ) 基礎的学力を養うとともに，発展的学習を促すような配慮がなされているか。

(ハ) 他教科及び他科目との関連について必要に応じた配慮がなされているか。

ハ 表現及び体裁に関すること

(イ) 表記，表現が適切であり，生徒が親しみや魅力を感じるよう配慮されているか。

(ロ) 活字の大きさや字体は適切で，色彩，印刷は鮮明で見やすいか。

(ハ) 図表等の大きさや配置，レイアウトやバランスが適切であるか。

(ニ) 製本は体裁がよく堅ろうであり，環境への配慮がなされているか。

（３）教科書の選定について

各校における採択希望教科書の選定においては，上記の採択方針及び留意事項（１），

（２）を踏まえるとともに，次のことに留意する。

イ 校内に「教科書選定委員会」を設置し，教科書発行者の宣伝行為に影響されることな

く，教科書について十分な調査研究を行い，適正かつ公正に選定する。

ロ 採択決定後の教科書の変更については，学校・学科の新設・廃止など特別のやむを得

ない事情による場合の外は認められないので，事務処理に遺漏のないよう十分に留意す

る。
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平成２７年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について

1 関係法令について
県立学校の教科書の採択は，県教育委員会で行う。

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律】第23条第6号

【県立学校の管理に関する規則】第12条

２ 平成２７年度使用教科書採択事務の流れ

① 平成２７年度使用の県立高等学校及び県立特別支援学校高等部用教科用図書の採択方針及
び留意事項等（通知）（平成26年4月28日）

② 教科書採択事務説明会
（平成26年5月26日）

③ 教科書選定委員会 「採択方針及び留意事項等」2(3)

※ 各県立学校に設置
・教科書調査
・希望教科書の選定
・採択希望書の提出

教科用図書採択希望書提出期限 県教育委員会による教科書の調査研究
平成26年6月27日

提出 指導（平成26年7月）

④ 教科書採択希望書事前審査
・教育課程表の確認
・採択希望書の審査，確認
・補助教材使用届の確認

⑤ 宮城県立学校の教科書採択に係る審査委員会 【宮城県立学校の教科書採択に係る審査委員会設置

（平成26年9月4日） 要綱】

○提出された採択希望書を審査する

⑥ 教育長が専決処分により決裁 【教育長に対する事務の委任等に関する規則】第2条第1項第6号

○教科用図書の採択を行う

⑦ 教育委員会へ報告（平成26年9月定例会） 【教育長に対する事務の委任等に関する規則】

第2条第2項

⑧ 県立高等学校等への採択結果の通知
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宮城県特別支援教育将来構想 答申（中間案）について 

 

 

１ 策定の趣旨 

  本県では，平成２６年度までを計画期間とする「宮城県障害児教育将来構想」を平成１７年に策定

し，障害によって生じるさまざまな教育的ニーズに応じた教育環境の整備を進めてきた。 

  この間，特別支援教育についての県民の理解も進み，特別支援学校への入学を希望する児童生徒数

が増加しているほか，発達障害など，通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする子どもたちに対

する教育的ニーズも高まっている。 

  こうしたことから，これまでの取組や新たな課題も踏まえ，障害のある児童生徒に対する教育の一

層の充実を図るため，昨年５月に「宮城県特別支援教育将来構想審議会」を設置し，平成２７年度を

初年度とする１０年間を計画期間とする本県の特別支援教育の将来を見据えた新たな構想の策定に

ついて諮問した。 

 

２ 審議会の構成（P2参照） 

  学識経験者，医療関係者，福祉関係者などの外部有識者等１９人により構成 

 

３ 審議経過等（P3参照） 

  ○ 平成２５年度は５月に県教育委員会からの諮問を受け，６月の視察の他，５回の審議会を開催

し，新構想の骨子や更なる在籍者数の増加を見据えた特別支援学校の在り方等について検討した。 

○ 平成２６年３月に，県立知的障害特別支援学校の児童生徒数の増加等に対応した教育環境の整

備については，他に先がけて緊急かつ最優先に推進すべき課題であるとの判断から「緊急提言」

がなされた。 

  ○ 平成２６年度はこれまでに２回審議会を開催。今後は，新構想の検討やパブリックコメントを

実施し，県教育委員会へ最終的な答申を行う。 

 

４ 答申（中間案）の構成 （P4参照） 

 

５ 今後の流れ 

  ○ ９月末まで実施するパブリックコメントで寄せられた意見を踏まえ，更に審議会で議論を進め

る。 

○ 年内を目途に審議会において最終答申を取りまとめていただき，その答申を踏まえ，年度内に 

県教育委員会として新構想を策定する。併せて，新構想に基づいた今後５年間の実施計画を策定 

する。 

課長報告（２） 
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宮城県特別支援教育将来構想審議会 名簿

（50音順・敬称略）
ふりがな

№ 氏 名 所 属 備 考
あおき ますみ

１ 青木 真澄 塩竈市立杉の入小学校長
あかま ひろし

２ 赤間 宏 仙台市教育局学校教育部特別支援教育課長
あべ つねゆき

３ 阿部 恒幸 宮城県総合教育センター所長
いしがみ まさとし 宮城県宮城第一高等学校長

４ 石上 正敏 （前宮城県総合教育センター所長）
いとう みちなり

５ 伊藤 倫就 社会福祉法人なのはな会こまくさ苑施設長
うじいえ やすひろ

６ 氏家 靖浩 仙台白百合女子大学人間学部教授
おおた ひろこ

７ 太田 博子 株式会社サトー商会人事総務部
お の で ら た い こ

８ 小野寺 泰子 登米市立登米中学校長
かたおか みのる

９ 片岡 実 宮城県立視覚支援学校長
かどわき せいこ

１０ 門脇 征子 泉手をつなぐ親の会会長
かめい よしみつ

１１ 亀井 芳光 栗原市教育委員会教育長
きくち や え こ

１２ 菊池 矢恵子 宮城県立聴覚支援学校長
こ む ろ え

１３ 小室 たか恵 白石市民生部地域包括支援センター所長
こん きみや

１４ 今 公弥 医療法人五十嵐小児科副院長
さいとう じゅんこ

１５ 齋藤 順子 宮城県登米高等学校長
すずき ま り こ

１６ 鈴木 真利子 宮城県立山元支援学校長
ふじくら しんいち 宮城県塩釜高等学校長

１７ 藤倉 眞一 （前宮城県立視覚支援学校長）
むらかみ よしのり

１８ 村上 由則 宮城教育大学附属特別支援教育総合研究センター長
やまだ じんこ

１９ 山田 仁子 前宮城県立支援学校岩沼高等学園ＰＴＡ会長
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宮城県特別支援教育将来構想審議会 これまでの審議経過 
 

 

 

開催時期等 

 

 

審議内容 

平

成

25

年

度 

 

第１回 

 

５月２９日 

○会長・副会長の選任 

○諮問 

○本県特別支援教育の現状と課題 

 

（６月１４日 県内特別支援学校視察） 

 

第２回 

 

７月３１日 

 

 

○小・中学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

○特別支援学校における教育の充実 

 

第３回 

 

１０月２５日 

 

○特別支援学校における教育の充実 

○小・中学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

○高等学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

第４回 １２月２０日 

○特別支援学校の教育環境整備のこれまでの議論のまとめ 

○高等学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

○特別支援学校における教育の充実 

第５回 ２月１４日 

○県立知的障害特別支援学校に係る教育環境の整備について

（緊急提言）の検討 

○市町村における特別支援教育の充実 

○宮城県特別支援教育将来構想骨子（案） 

平
成
26
年
度 

第６回 ５月２８日 

○発達障害への対応  

○教員の専門性向上  

○ＩＣＴの活用 

第７回  ７月３０日 

○発達障害への対応  

○教員の専門性向上  

○ＩＣＴの活用 

○答申中間案の検討 
 

（９月１日～３０日 答申中間案公表，パブリックコメントの募集） 
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宮城県特別支援教育将来構想答申（中間案）の概要 

 

 

１ 特別支援教育将来構想の策定について 
   我が国で平成２６年１月に批准した「障害者の権利に関する条約」は，全ての障害者によるあらゆる人権

及び基本的自由の完全かつ平等な享有を促進し，保護し，及び確保すること並びに障害者の固有の尊厳の尊

重を促進することを目的とし，教育においてはインクルーシブ教育システムの構築を提唱している。 

   このような世界の動向と本県におけるこれまでの取組や新たな課題を踏まえ，共生社会の中で，障害のあ

る児童生徒の心豊かな生活を目指し，一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育に向けた「特別支援教育

将来構想」の策定が求められている。 

 

２ 現構想における取組の成果と課題 
  ＜現構想の４つの目標＞ 

   （１） 障害のある児童生徒の発達及び学習を支援する体制を整備する 

   （２） 市町村における就学支援体制を整備する 

   （３） 共に学ぶ教育に関する理解を促進する 

   （４） 小・中学校を支援するための障害児教育機関の支援機能を整備する 

 

３ 各学校の現状 
 （１） 小・中学校 

       特別な支援を要する児童生徒数の増加，特別支援教育の校内体制整備，教員の専門性，個別の教 

育支援計画と個別の指導計画の作成と活用 

 （２） 特別支援学校 

       知的障害特別支援学校の狭隘化，進路指導の充実，教員の専門性，軽い知的障害のある児童生徒

への対応，居住地校学習，特別支援学校のセンター的機能，適切な教育支援 

 （３） 高等学校 

       特別な支援を必要とする生徒への対応，特別支援教育の校内体制 

 

４ 特別支援教育将来構想の基本的な考え方 
   障害のある児童生徒の心豊かな生活と共生社会の実現を目指し，全ての児童生徒を対象に，連続性のある

多様な学びの場の中で，一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育を展開することが求められる。 

 

５ 今後の特別支援教育の進め方 
   目標１【自立と社会参加】 

      障害のある児童生徒が夢や希望を達成することにより，心豊かな生活を実現するための一貫した指

導・支援体制の整備 

 （１） 乳幼児期（早期）からの支援体制の充実 

 （２） 卒業後の心豊かな生活への円滑な移行を支援する体制の充実 

 （３） 将来の自立と社会参加を目指した進路学習の充実 

   目標２【学校づくり】 

      障害のある児童生徒の多様な教育的ニーズに的確に対応した体制・環境の整備 

     （１） 多様な教育的ニーズに応じた学びの場の実現 

     （２） 学習の質を高めるための教員の専門性向上 

     （３） 学習の質・効率・効果を高めるための環境整備 

   目標３【地域づくり】 

      生活の基盤となる地域社会への参加を推進するための環境整備と共生社会の実現に向けた関係者の

理解促進 

     （１） 共生社会の実現を目指した理解促進 

     （２） 市町村教育委員会への支援充実 
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平成２９年度第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会について 
  

平成２９年７月３１日（月）から８月４日（金）までの５日間，県内の１０市町を会場に

開催される「第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会」の大会テーマを次のとおり決定し

た。 

                          

１ 募集概要 

（１）対  象  県内の中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校（中学部・高等

部）及び高等専門学校（３年次まで）に在籍する生徒 

 （２）募集期間  平成２６年６月９日（月）～６月２４日（火） 

 （３）応募総数  １，２０３点（中学校１０８点，高等学校１，０９５点） 

    

２ 選考経過 

選考区分 概 要 選考者 

第一次選考 

全１，２０３点から２２点（各校３～５

点を選出）を第二次選考候補作品として

選出 

生徒（宮城県高等学校文化連盟文芸専門

部から推薦された５校の生徒） 

第二次選考 ２２点から３点を入選作品として選出 教員（開催準備委員会広報部会委員） 

最終選考 
３点から大会テーマとなる最優秀賞１

点，優秀賞２点を決定 
教員（開催準備委員会広報部会長） 

 

３ 入選作品 

 ○ 最優秀賞（大会テーマ） 

   「集え伊達の地に 創造の短冊に思いをのせて」  

            小牛田農林高等学校 総合学科３年 鷹 觜
たかのはし

 涼
すず
香
か

 

 

 

 

 

 ○ 優秀賞 

   ①「芽吹け創造の青葉 煌めく杜の都」 

            名取高等学校   普通科３年   村 上
むらかみ

 真
ま

 愛
い

 
  

   ②「駆け巡れ 粋な文化よ 伊達の地で」 

            加美農業高等学校 農業機械科３年 鈴木
すずき

 雄
ゆう

 哉
や

 

 

 

 

 

 

伊達政宗＝強いイメージ。強い意志を持った人たちにあつまってもらいたい。 

短冊＝仙台で有名な七夕飾り＝願い事を書くもの。 

高校生が持つ創造の考えが復興に役立てばと思った。 ＜原文のまま記載＞ 

               

今後の日程 
⑴ 募集日程 
 平成２６年 ９月 ９日（火） イメージソング歌詞・大会ポスター原画募集開始 
 平成２６年１０月３０日（木） 大会イメージソング歌詞募集締め切り   
平成２６年１１月２８日（金） 大会ポスター原画募集締め切り   

 平成２６年１２月中旬     大会ポスター・イメージソング歌詞決定 
               （＊イメージソング曲については平成２７年度に募集） 
⑵ 会議日程 
平成２７年 １月１４日（水） 第２回開催準備委員会開催 

（大会テーマ・ポスター・イメージソング歌詞の入選作品を報告） 
平成２７年 ６月 ４日（木） 実行委員会設立会・第１回実行委員会開催 

（大会テーマ・ポスター・イメージソング歌詞の入選作品を表彰） 

  

課長報告（３） 

-5-



＜参 考＞ 
 

第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会について 
 

 

１ 趣 旨 

高等学校教育の一環として，高等学校生徒に芸術文化活動を全国的な規模で発表する場を提

供することにより，芸術文化活動への参加意欲を喚起し，創造的な人間育成を図るとともに，

全国的，国際的規模での生徒相互の交流・親睦を図る。 

併せて，本大会を通じ，宮城の復興の確かな歩みと元気な姿を広く発信し，御支援をいただ

いた多くの方々に感謝の気持ちを表す。 

 

２ 主 催 

文化庁，(公社)全国高等学校文化連盟，宮城県・宮城県教育委員会，開催市町村・同教育委

員会，宮城県高等学校文化連盟ほか 

 
３ 開催期日：平成２９年７月３１日（月）～８月４日（金） ５日間 
 
４ 開催内容 

１）開会行事 【７月３１日（月）】 

① 総合開会式（仙台市） 
② パレード （ 〃 ） 

 

２）部門開催 【７月３１日（月）～８月４日（金）】 
① １９部門の開催：「各都道府県代表による演奏・演技発表・優秀作品の展示」 

＜演劇，合唱，吹奏楽，器楽・管弦楽，日本音楽，吟詠剣詩舞，郷土芸能，マーチン
グバンド・バトントワリング，美術・工芸，書道，写真，放送，囲碁，将棋，弁論，
小倉百人一首かるた，新聞，文芸，自然科学＞  

 

② 協賛部門（開催県が独自に設定する部門）の開催 
・特別支援学校（特別支援学校高等部生徒による演奏・演技発表，作品展示） 

・ボランティア（ボランティア関係部活動に所属する高校生の活動発表，フィールドワーク） 

・工業（工業高校の生徒による工業関係部活動の研究発表，作品展示） 
・軽音楽（軽音楽部に所属する高校生の演奏） 

 

５ 大会規模 

 【 参加者見込数：１５０，０００人 】 

（内訳） 

参加生徒 引率教員 観覧者  参加校 

２０，０００人 ４，０００人 １２６，０００人  ３，０００校 

 

６ 皇族のお成り 

例年，秋篠宮同妃両殿下並びに佳子内親王殿下のお成りを仰ぎ，総合開会式及びパレード

等を御覧いただいている。 
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７ 会  場：県内の文化関連施設又は体育館等 
 

 
                  協議中の開催予定市町村 

    

     

 ＊新聞，特別支援学校・ボランティア・工業 

については会場調整中 

                                     

   

８ 開催までのスケジュール及び準備体制 
 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

  開催決定 プレ大会開催 本大会開催 

     

 

 
９ 平成２６年度重点準備業務 
  １）大会テーマの募集（６月），ポスター・イメージソング歌詞の募集（１０月） 

２）宮城県高等学校文化連盟専門部未設置４部門（吟詠剣詩舞・郷土芸能・新聞・弁論） 

及び小規模部門の強化事業の開催 
１０月～１２月 ○新聞部門研修会  ○弁論大会  ○かるた中高生交流会 

○日本音楽中高生交流会 

３）協賛部門（特別支援学校・ボランティア・工業・軽音楽）の組織作りと内容の検討 
  ４）第３８回全国高総文祭茨城大会他、先催県調査 

大崎市 

軽音楽 

美里町 

吟詠剣詩舞 

石巻市 

自然科学 

東松島市 

弁論 

塩竈市 

小倉百人一首かるた 

多賀城市 

吹奏楽，日本音楽 
白石市 

囲碁，将棋 

名取市 

郷土芸能 

岩沼市 

器楽・管弦楽 

仙台市 

総合開会式，パレード 

演劇，合唱，美術・工芸， 

書道，

写真，放送，文芸 

 

大会マスコット

キャラクター！ 

開催準備委員会 実 行 委 員 会 

生 徒 実 行 委 員 会 

むすび丸 
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「全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１４宮城大会」について 
 

 

 

１ 開催趣旨 
 平成２３年度から文部科学省が実施する事業で，地域づくりや社会づくりを進
める上で多くの地域が抱えている課題の解決に向け，行政や教育機関，ＮＰＯ等
の民間団体などが一堂に会し，これらの多様な主体が協働した地域づくりや社会
づくりについての研究協議等を行い，その成果を全国に発信するものである。 
 また，フォーラム終了後も継続的な取組が推進されるよう，様々な分野にまた
がる関係者間のネットワークづくりを目指すものである。 
 なお，平成２７年度までは，東日本大震災からの復旧・復興や，被災地域のコ
ミュニティ再生に向けた課題解決のための取組について研究協議を行い，その成
果を全国に発信することとしている。  
 

  （参考）平成２５年度開催地：岩手県 
 
 
２ 主催  

全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１４宮城大会実行委員会 
 
 
３ 基本コンセプト 
○ 地域課題の解決に向けた全国の先進事例を学ぶ場とする。 
○  震災から得た学びと気づきを生涯学習に携わる関係者と共有する場と 
 する。 
○ 生涯学習関係者による活動の広がりや活動の継続に役立つネットワー 
 クづくりを促す場とする。 

 
 
４ 実施内容について 
  別紙のとおり 

課長報告（４） 
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（別紙）                          

１ プレフォーラム 

 

（１）目 的： 震災からの復旧・復興に向け様々な主体による多様な活動事例がある石巻 

市において，互いの活動や課題等について情報交換を行うとともに，他の地

域の生涯学習実践者から助言等を得る場とし，ネットワークづくりのきっか

けとする。 

また，今後の活動継続と更なる充実のために必要となることを相互に学び 

合う。 

（２）開催日：平成２６年１０月３０日（木） 

（３）会 場：石巻市「遊楽館」 

（４）対象者：主に宮城県内で生涯学習活動に携わるＮＰＯなどの関係団体や行政関係者等 

（５）参加者想定数：２００人程度 

 

プログラム 

時 間 項  目 内         容 

10:00 

～10:10 

開会行事 

オリエンテーション 

○ 主催者挨拶（実行委員会会長） 

○ プレフォーラムの目的や趣旨・内容について説明 

10:10 

～11:40 

 

交流セッション 

  

 

【交流を図りながら互いの活動状況や課題を知る】 

■コーディネーター 

東北学院大学      教授    水谷 修氏 

 有限会社プランニング開 代表取締役 新田 新一郎氏 

・各団体の活動紹介のパネルを自由に見学する。 

・グループ（６～７名）ごとに活動状況について情報交換を行う

とともに課題を整理する。 

11:40 

～12:30 

昼食 昼食会場にパネルを掲示するブースを設け，参加者が情報を得る機

会をつくる。 

12:30 

～14:00 

 

 

 

 

パネルディスカッション 

  

 

 

【今後の活動継続と更なる充実を図るためのヒントを得る】 

■コーディネーター：石巻専修大学 教授 木村 民男氏 

■パネリスト 

神戸大学            教授   松岡 広路氏 

一般社団法人ＲｅＲｏｏｔｓ   代表理事 広瀬 剛史氏 

いのちの森をつくる会      会長   古藤野 靖氏 

14:10 

～15:40 

グループワーク 

 

議題『今後の活動継続と更なる充実のために』 

・午前に編成したグループ(6～7 名)ごとに議題について熟議する 

15:50 

～16:20 

全体会 

 

【グループワークの全体の総括，プレフォーラムの総括】 

■コーディネーター 

東北学院大学      教授    水谷 修氏 

  有限会社プランニング開 代表取締役 新田 新一郎氏 

-9-



 

２ メインフォーラム  
 
（１）目 的： 宮城県内における様々な活動事例を紹介し，震災から得た学びと気づきを 

全国から集う生涯学習関係者と共有する。 
また，従来からの地域課題について全国の最新事例を学び合い，関係者間

のネットワークづくりのきっかけとする。 
さらに，本フォーラムでの学びと気づきを参加者自らの行動へとつなげる

きっかけとする。 
（２）開催日：平成２６年１１月１８日（火）～１１月１９日（水） 
（３）会 場：仙台市「日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）」 
（４）対象者：全国の行政関係者，学生，学校・社会教育関係者，ＮＰＯ・関係団体等 

（５）参加者想定数：３２０人程度 

 

プログラム【１日目】１１月１８日（火） 

         

 

時 間 項  目 内         容 

10:00 

～10:40 

 

オープニングイベント 

開会行事 

イントロダクション 

・被災地域の郷土芸能等による歓迎 

・主催者挨拶（教育長，文部科学省関係者，実行委員会会長） 

・復興に向けたみやぎの歩みやプレフォーラムの成果についてスライ

ド上映 

10:40 

～12:40 

 

 

 

 

パネルディスカッション  

 

【みやぎから全国に向けて発信したい学びと気づきの事例紹介】 

①地域をつくる子どもの力 

②普段からの地域のつながりを築く力（公民館・自治会の力） 

③地域活動を支える人々の力（社会教育主事，コーディネーター） 

■コーディネーター 

宮城教育大学復興支援センター 副センター長 野澤 令照氏 

■パネリスト 

 ①有限会社プランニング開 代表取締役 新田 新一郎氏 

 ②学校支援地域本部    コーディネーター（調整中） 

③南三陸町立戸倉小学校  教頭    坂本 忠厚氏 

12:40 

～13:40 

昼食 昼食会場には，参加団体のパネルやパンフレットを展示する。 

13:40 

～15:40 

 

グループワークⅠ 

 

 

テーマ１『地域づくりに子どもの力を生かすためには』 

テーマ２ 『普段からの地域のつながりをどうつくり，どう育てるか』 

テーマ３『地域活動を支える人々を生かすには』 

・テーマごとにグループ（５～６名）で熟議 

15:50 

～16:30 

全体会 

 

■コーディネーター： 

宮城教育大学教育復興支援センター 副センター長 野澤 令照

氏 

・テーマごとに熟議の結果を発表し，全体で共有。1 日目の総括 
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【２日目】１１月１９日（水） 

 

３ 沿岸地域訪問 

 

（１）目  的： 参加者が沿岸地域を訪れ，「被災地の今」を知っていただくとともに，

語り部や関係団体の活動に触れていただく。 

（２）日  程：平成２６年１１月２０日（木） 

（３）訪問地域：① 気仙沼市・南三陸町方面 

  ② 石巻市・東松島市・女川町方面 

③ 名取市・亘理町・山元町方面 

時 間 項  目 内         容 

9:30 

～11:30 

 

 

 

 

全国の事例発表 【地域課題解決に向けた全国の先進的・ユニークな取組事例の紹介】 

■コーディネーター：学校と地域の融合教育研究会 会長 宮崎 稔氏 

 ① 社会教育施設を中心とした地域づくり 

② 人口減少地域・過疎地域における地域づくり 

③ 自治会を中心とした地域づくり 

④ 地域のみんなでつくる学びの場 

11:30 

～13:00 

ポスターセッション 

昼食 

参加団体・県内大学における地域連携の取組について紹介 

 

13:00 

～15:00 

事例発表者への質疑 

応答 

グループワークⅡ 

議題『これまでの熟議を振り返り，今後，自分達は地域において何が

実践できるのか？そして，そのために必要なことは何か？』 

・テーマごとにグループ（５～６名）で熟議 

15:00 

～15:20 

『私の行動宣言』作成 

休憩等 

・参加者がフォーラムでの学び合いをもとに『私の行動宣言』を作成 

15:20 

～15:50 

全体会 

  

■コーディネーター：東北学院大学 教授 水谷 修氏 

一般社団法人ワカツク 代表理事 渡辺一馬氏 

① グループワークの内容を参加者全員で共有 

15:50 

～16:10 

②「次の一歩」に向けた『私の行動宣言』 

16:10 

～16:30 

閉会行事 

  

・フォーラムの総括 

高崎経済大学 教授 大宮 登氏（実行委員会副会長） 

全国コミュニティ・スクール連絡協議会 顧問 貝ノ瀬 滋氏(同) 
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教
育
庁
関
連
情
報
一
覧
（
平
成
２
６
年
８
月
９
日
～
平
成
２
６
年
９
月
１
１
日
）
 

N
O

. 
概
 
 
 
要

 

１
 

 ○
柴
田
高
校
が
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
で
優
勝
・
上
位
入
賞

 

第
１
６
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
で
階
級
別
優
勝
及
び
入
賞
を
果

た
し
た
柴
田
高
校
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
１
８
日
（
月
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
平
成
２
６
年
度
第
１
６
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
１
８
日
（
金
）
～
２
０
日
（
日
）

 

会
 
場
 
広
島
県
府
中
市
総
合
体
育
館

 

結
 
果
 
女
子
 
４
８
ｋ
ｇ
級
【
第
２
位
】

 
３
年
 
森
 
加
奈
子
（
も
り
 
か
な
こ
）

 

 
 
 
 
女
子
 
５
８
ｋ
ｇ
級
【
第
３
位
】

 
３
年
 
橋
谷
田
 
咲
月
（
は
し
や
だ

 
さ
つ
き
）

 

 
 
 
 
女
子
＋
７
５
ｋ
ｇ
級
【
優
 
勝
】
 
２
年
 
粟
野
 
稚
佳
子
（
あ
わ
の
 
ち
か
こ
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

２
 

 ○
「
仙
台
リ
ー
グ
」
が
２
０
１
４
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
大
会
に
出
場
 

７
月
に
開
催
さ
れ
２
０
１
４
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
東
北
連
盟
大
会
で
優
勝
し
，
２
０
１
４
全
国
選

抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
大
会
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
仙
台
リ
ー
グ
」（
仙
台
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，

そ
の
報
告
の
た
め
８
月
１
９
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
２
０
１
４
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
２
３
日
（
土
）
～
２
４
日
（
日
）

 

会
 
場
 
北
海
道
石
狩
市

 

結
 
果
 
準
優
勝

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

資
料
配
付
（
１
）
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

３
 

 ○
仙
台
第
二
高
校
の
囲
碁
部
が
第
３
８
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
で
優
勝

 

東
京
都
の
日
本
棋
院
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
３
８
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
」
の
男
子
団
体

戦
に
お
い
て
，
仙
台
二
高
の
囲
碁
部
が
初
優
勝
を
果
た
し
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
２
０
日
（
水
）
に
県
を
表

敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
３
８
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
２
２
日
（
火
）
～
２
４
日
（
木
）

 

会
 
場
 
日
本
棋
院
会
館
（
東
京
都
）

 

結
 
果
 
優
勝

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）

 

４
 

 ○
第
６
７
回
宮
城
県
青
年
体
育
大
会
が
開
催

 

数
多
く
の
ド
ラ
マ
と
感
動
を
生
み
出
し
て
き
た
県
内
地
域
青
年
の
夏
の
一
大
祭
典
「
宮
城
県
青
年
体
育
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
２
２
年
に
「
第
１
回
宮
城
県
連
合
青
年
団
郡
市
対
抗
陸
上
競
技
大
会
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
以
来
，
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
青
年
た
ち
の
熱
き
思
い
を
積
み
重
ね
，
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

ル
大
会
で
す
。

 

【
大
会
概
要
】

 

期
 
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
２
３
日
（
土
）
～
２
４
日
（
日
）

 

会
 
 
場
 
涌
谷
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
，
涌
谷
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

実
施
競
技
 
屋
外
競
技
：
軟
式
野
球
（
３
チ
ー
ム
）

 

屋
内
競
技
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
６
チ
ー
ム
），
柔
道
団
体
（
男
子
３
チ
ー
ム
），
柔
道
個
人
（
男
子
１
１
名
）

 

卓
球
団
体
（
男
子
２
チ
ー
ム
），
卓
球
個
人
（
男
子
１
２
名
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
） 
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

５
 

 ○
古
川
黎
明
高
等
学
校
が
タ
イ
国
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
・
サ
ト
ゥ
ン
校
と
の
交
流
促
進

 

平
成
２
４
年
度
に
文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
た
古
川
黎
明
高

等
学
校
が
，
提
携
校
の
タ
イ
国
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
・
サ
ト
ゥ
ン
校
か
ら
生
徒
と
教
員
を

招
待
し
た
。
同
校
で
は
，「
世
界
の
国
と
の
連
携
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
，
世
界
へ
科
学
を
発
信
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

 

【
概
 
要
】

 

交
流
日
程
 
平
成
２
６
年
８
月
２
７
日
（
水
）
～
９
月
１
日
（
月
）

 

内
 
 
容
 
授
業
見
学
・
参
加
，
東
北
大
学
，
仙
台
市
科
学
館
等
訪
問
，「
黎
明
祭
」（
文
化
祭
）
参
加

 

訪
 
問

 
者
 
タ
イ
国
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
・
サ
ト
ゥ
ン
校

 
生
徒
６
名
，
教
員
３
名

 

※
平
成
２
５
年
度
に
は
，
古
川
黎
明
高
等
学
校
か
ら
生
徒
３
名
，
教
員
２
名
が
サ
ト
ゥ
ン
校
を
訪
問

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
） 

６
 

 ○
平
成
２
６
年
度
南
関
東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
陸
上
競
技
と
カ
ヌ
ー
競
技
で
優
勝
 

平
成
２
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
南
関
東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
，
優

勝
に
輝
い
た
各
競
技
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
２
７
日
（
水
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
平
成
２
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
 
煌
め
く
青
春
南
関
東
総
体
２
０
１
４

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
２
６
日
（
土
）
～
８
月
２
０
日
（
水
）

 

会
 
場
 
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
（
東
京
，
千
葉
，
神
奈
川
，
山
梨
）

 

結
 
果
 
陸
上
競
技
 
【
女
子
３
０
０
０
ｍ
】

 

仙
台
育
英
学
園
高
校

 
３
年
 
マ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
デ
ィ
ラ

 

 
 
 
 
カ
ヌ
ー
競
技
【
男
子
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
２
０
０
ｍ
】

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
新
田
高
校

 
３
年
 
髙
橋
 
翼
（
た
か
は
し

 
つ
ば
さ
）

 

中
新
田
高
校
 
３
年
 
千
葉
 
雅
大
（
ち
ば

 
ま
さ
は
る
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

７
 

 ○
「
秀
光
中
等
教
育
学
校
」
が
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
で
初
優
勝

 

第
３
６
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
し
，
初
優
勝
に
輝
い
た
「
秀
光
中
等
教
育

学
校
軟
式
野
球
部
」（
多
賀
城
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
２
８
日
（
木
）
に
県
を
表

敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
平
成
２
６
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

 
第
３
６
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
１
７
日
（
日
）
～
２
０
日
（
水
）

 

会
 
場
 
徳
島
県
鳴
門
市
 
ほ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
） 

８
 

 ○
海
洋
総
合
実
習
船
「
宮
城
丸
」
の
漁
獲
ま
ぐ
ろ
を
提
供

 

水
産
高
校
及
び
気
仙
沼
向
洋
高
校
の
生
徒
が
，
今
年
の
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
海
洋
総
合
実
習
船
「
宮
城

丸
」
に
乗
船
し
，
ホ
ノ
ル
ル
沖
で
操
業
を
行
い
ま
し
た
。
仙
台
市
青
葉
区
の
ホ
テ
ル
白
萩
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
，

そ
の
際
に
漁
獲
し
た
ま
ぐ
ろ
を
使
用
し
た
「
宮
城
丸
の
ま
ぐ
ろ
丼
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

９
 

 ○
蔵
王
高
等
学
校
の
生
徒
が
県
教
育
委
員
会
で
職
場
体
験
実
習

 

蔵
王
高
等
学
校
で
は
，
毎
年
，
地
元
企
業
な
ど
を
中
心
に
職
場
体
験
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
，

２
年
生
の
生
徒
２
人
が
，
県
教
育
委
員
会
で
統
計
資
料
の
作
成
や
整
理
の
事
務
補
助
を
体
験
実
習
し
た
ほ
か
，

教
育
庁
各
課
室
の
業
務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
な
ど
，
教
育
委
員
会
の
仕
事
を
幅
広
く
学
び
ま
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
９
月
２
日
（
火
）
～
９
月
４
日
（
木
）

 

場
 
所
 
宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
，
高
校
教
育
課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 



 

 

 

第４１回東北総合体育大会の結果について 

（第６９回国民体育大会東北ブロック大会） 

 

１ 概要 

 （１）競技数 ３７競技 

 （２）期 日 主会期  平成２６年８月２２日（金）～８月２４日（日） ２４競技 

        主会期外 １３競技 

 （３）会 場 福島県下 ８市８町２村 

        水泳競技：宮城県利府町（シンクロ）宮城県柴田町（水球）  

（４）宮城県選手団 

本部役員 監 督 選 手 合 計 

１１人 １００人 ８５８人 ９６９人 

    ※ 監督には，本部役員兼監督（１名），監督兼選手（７名），馬術競技ホースマネー 

 ジャー（２名），自転車競技メカニシャン（１名）を含む。 

※ アイスホッケー競技を除く。 

 

２ 結果 

（１）東北各県の状況 

 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 

国体出場権獲得数（全県出場枠を除く） ３２ ４８ ５２ ３２ ３６ ４１ 

国体出場権獲得率（全県出場枠を除く）（％） ３５ ５２ ５７ ３５ ３９ ４５ 

    ※ 陸上競技，レスリング，自転車，相撲，セーリング，水泳（競泳）は全県出場 

（２）表 彰 

    表彰式は各競技ごとに行う。 

 

３ 第６９回国民体育大会について 

 （１）競技数 正式競技 ３７競技  会期前実施競技（水泳・カヌー）を含む 

公開競技  ２競技  高等学校野球，トライアスロン 

（２）主 催 公益財団法人日本体育協会  文部科学省  長崎県 

（３）期 日 本大会  平成２６年１０月１２日（日）～１０月２２日（水）（１１日間） 

会期前  平成２６年 ９月 ７日（日）～ ９月１４日（日）（８日間） 

※水泳競技・カヌー 

（４）会 場 長崎県下（１１市４町） 

       福岡県福岡市（水泳競技）熊本県人吉市（カヌー）熊本県益城町（クレー射撃） 

（５）宮城県選手団  

正式競技 ３２競技 

公開競技  １競技 

本部役員 監 督 選 手 合 計 

２８人 ６７人 ４１５人 ５１０人 

 

資料配付（３） 
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第４１回東北総合体育大会　国体出場権獲得県一覧

№ 競　技 種　別 種　目 出場枠 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 備考

1 水泳（シンクロ） 少年女子 2 ○ ○

舵手付フォア 2 ○ ○

ダブルスカル 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

シングルスカル 2 ○ ○

舵手付クォドルプル 3 ○ ○ ○

ダブルスカル 2 ○ ○

シングルスカル 2 ○ ○

舵手クォドルプル 2 ○ ○

ダブルスカル 3 ○ ○ ○

シングルスカル 2 ○ ○

舵手クォドルプル 2 ○ ○

ダブルスカル 2 ○ ○

シングルスカル 3 ○ ○ ○

SPカヤックシングル　K-1 3 ○ ○ ○

SPカナディアンシングル C-1 3 ○ ○ ○

成年女子 SPカヤックシングル K-1 2 ○ ○

SPカヤックシングル K-1 4 ○ ○ ○ ○

SPカヤックペア K-2 1 ○

SPカナディアンシングル C-1 3 ○ ○ ○

SPカナディアンペア C-2 2 ○ ○

SPカヤックシングル K-1 3 ○ ○ ○

SPカヤックペア K-2 1 ○

SPカヤックフォア K-4 1 ○

SLカヤックシングル K-1 3 ○ ○ ○

WWカヤックシングル K-1 2 ○ ○

SLカヤックシングル K-1 2 ○ ○

WWカヤックシングル K-1 2 ○ ○

成年男子 3 ○ ○ ○

成年女子 3 ○ ○ ○

少年男子 3 ○ ○ ○

少年女子 3 ○ ○ ○

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

女子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

少年男子 3 ○ ○ ○

男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

女子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 2 ○ ○

女子 2 ○ ○

少年男子 3 ○ ○ ○

成年男子 3 ○ ○ ○

成年女子 3 ○ ○ ○

少年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

少年女子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 1

成年女子 1

少年男子 1 ○

少年女子 1 ○

成年男子 4 ○ ○ ○ ○

少年男子 3 ○ ○ ○

成年男子 2 ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 3 ○ ○ ○

少年女子 3 ○ ○ ○

成年男子 競技 1 ○

成年女子 1 ○

少年男子 3 ○ ○ ○

少年女子 3 ○ ○ ○

少年女子 新体操 3 ○ ○ ○

成年男子 1 ○

成年女子 1 ○

少年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

少年女子 1 ○

〇のついている県が国体出場

12 体操

13 バスケットボール

女子

11 バレーボール

7 サッカー

8 テニス

9 ホッケー

2 ボート

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

3 カヌー（スプリント）

近畿との代表決定戦により出場しない

近畿との代表決定戦により出場しない

10 ボクシング

4 ボウリング

5 ゴルフ

6 陸上

成年男子

少年男子

少年女子

男子
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第４１回東北総合体育大会　国体出場権獲得県一覧

№ 競　技 種　別 種　目 出場枠 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 備考

成年男子 フリースタイル 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

フリースタイル 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

グレコローマンスタイル 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 全県 2 4 4 4 3 4 国体参加人数

少年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 2 ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 2 ○ ○

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

少年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 2 ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 4 ○ ○ ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 軟式野球 成年男子 4 ○ ○ ○ ○

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

少年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

標準障害飛越競技 3 ○ ○ ○

スピードアンドハンディネス競技 3 ○ ○ ○

ダービー競技 3 ○ ○ ○

国体総合馬術競技 3 ○ ○

六段障害飛越競技 3 ○ ○

トップスコア競技 3 ○ ○ ○

馬場馬術競技（セントジョージ賞典） 2 ○ ○

自由演技馬場馬術競技 2 ○ ○

標準障害飛越競技 3 ○ ○ ○

二段障害飛越競技 3 ○ ○ ○

トップスコア競技 3 ○ ○ ○

ダービー競技 3 ○ ○ ○

馬場馬術競技（セントジョージ賞典） 2 ○ ○

自由演技馬場馬術競技 2 ○ ○

標準障害飛越競技 3 ○ ○ ○

スピードアンドハンディネス競技 3 ○ ○ ○

リレー競技 3 ○

ダービー競技 3 ○ ○ ○

トップスコア競技 3 ○ ○ ○

二段障害飛越競技 3 ○ ○ ○

ジュニアライダー馬場馬術競技 2 ○ ○

自由演技ジュニアライダー馬場馬術競技 2 ○

団体障害飛越競技 1 ○

成年男子 フルーレ　サーブル 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年女子 フルーレ　エペ 3 ○ ○ ○

少年男子 フルーレ 3 ○ ○ ○

少年女子 フルーレ 2 ○ ○

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 2 ○ ○

成年男子 2 ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 1 ○

少年女子 1 ○

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 4 ○ ○ ○ ○

成年男子 4 ○ ○ ○ ○

成年女子 3 ○ ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 2 ○ ○

少年

少年男子

成年男子

成年女子

27 弓道

24 柔道

25 ソフトボール

26 バドミントン

22 馬術

23 フェンシング

18 ソフトテニス

19 卓球

21 相撲

16 ハンドボール

17 自転車

14 レスリング

15 ウエイトリフティング
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第４１回東北総合体育大会　国体出場権獲得県一覧

№ 競　技 種　別 種　目 出場枠 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 備考

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 2 ○ ○

成年男子 2 ○ ○

少年男子 2 ○ ○

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年女子 2 ○ ○

少年男子 3 ○ ○ ○

少年女子 2 ○ ○

成年男子 3 ○ ○ ○

成年女子 3 ○ ○ ○

少年男子 2 ○ ○

少年女子 2 ○ ○

個人組手軽量級 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人組手中量級 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人組手重量級 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人形 2 ○ ○

個人組手 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人形 2 ○ ○ ○

個人組手 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人形 2 ○ ○

個人組手 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人形 2 ○ ○

団体戦 組手

成年男子 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

少年男子 2 ○ ○

トラップ 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

スキート 4 ○ ○ ○ ○

試合 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

演技 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

試合 4 ○ ○ ○ ○

演技 全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年男子

№ 競　技 種　別 種　目 出場枠 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 北海道

1 水泳（水球） 少年男子 1 ○

50ｍライフル男子三姿勢120発競技 3 ○ ○ ○

50ｍライフル男子伏射60発競技 4 ○ ○ ○ ○

50ｍライフル男子膝射20発競技

10ｍエアライフル男子立射60発 4 ○ ○ ○ ○

10ｍエアライフル男子伏射60発競技

10ｍエアピストル男子60発競技 2 ○ ○

センターファイアピストル男子60発競技 全道県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

センターファイアピストル男子30発競技 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50ｍライフル女子三姿勢60発競技 3 ○ ○ ○

50ｍライフル女子伏射60発競技

10ｍエアライフル女子立射40発競技 全道県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10ｍエアライフル女子伏射40発競技 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10ｍエアピストル女子40発競技 2 ○ ○

10ｍエアライフル少年男子立射60発競技 全道県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ビームライフル少年男子立射60発競技 3 ○ ○ ○

ビームライフル少年男子立射30発競技

ビームピストル少年男子40発競技 2 ○ ○

10ｍエアライフル少年女子立射40発競技 4 ○ ○ ○ ○

ビームライフル少年女子立射40発競技 3 ○ ○ ○

ビームライフル少年女子立射20発競技

ビームピストル少年女子40発競技 2 ○ ○

※水球とライフル射撃は国民体育大会北海道・東北ブロック大会として実施。

少年女子

成年

成年女子

少年女子

少年男子

成年男子

アイスホッケー37

28 ライフル射撃 成年女子

少年男子

35 クレー射撃

36 なぎなた

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

34 銃剣道

31 山岳

32 アーチェリー

33 空手道

29 剣道

30 ラグビーフットボール
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「志教育フォーラム２０１４」の開催について 
 

 

１ 趣 旨 

  著名人のこれまでの生き方についての講演会を開催し，将来にわたり自らの生き方を主体的

に探求する意欲をもつことの大切さを知らせ，志教育の理念の普及・啓発を図る。 

 

２ 日 時 平成２６年１０月４日（土）午後２時から午後４時まで 

 

３ 会 場 宮城県庁講堂（仙台市青葉区本町三丁目８番１号） 

 

４ 対 象 一般県民，教職員，教育関係者，保護者，生徒  定員：３５０名 

 

５ 内 容           

(1) 開会行事  

① 開会宣言 

② 開会の挨拶（教育長） 

③  講師紹介 

(2) 講 演 

     ・ テ ー マ：「志が未来をひらく」 

    ・ 講 師：比田井 和孝 氏（上田情報ビジネス専門学校 副校長） 

   ・ 講演内容:『私が一番受けたいココロの授業～人生が変わる奇跡の 60分～』， 

          『あなたの人生が変わる奇跡の授業: 今，一番受けたい“ココロの授業” 

         熱血教室』などの著書がある比田井 和孝氏を講演者にお迎えし，人生の目 

         的とは，人は何のために働くのかということについて講演いただきます。 

   ・質疑応答 

 (3) 閉会行事 

  ① 御礼の挨拶（義務教育課長） 

  ② 閉会宣言 

 

６ 参加申込み方法 

(1) 一般県民（県民，学生等） 

申込み不要 

(2) 幼稚園，小・中学校，高等学校，特別支援学校の児童生徒，保護者，教職員，学校等は保 

護者や教職員等に別添の参加申込書を配布する。希望者は参加申込書を学校に提出し，学校

等は参加者を別紙１「参加申込み取りまとめ票」に取りまとめ，ファクシミリで義務教育課

宛て提出する。 

 

７ その他 

 (1) 申込み締切りは，平成２６年９月１９日（金）まで。 

(2) 入場は無料 

(3) 来場者は公共交通機関又は有料駐車場を利用することとする。 

資料配付（４） 
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